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―誰もが自分らしく生きることのできる社会を目指して―

■WORK！DIVERSITY
プロジェクトin岐阜
〒500-8175　
岐阜市長住町2-7 
アーバンフロントビル3階
☏：058-216-0520　
✉：workdiversitygifu@sus-sup.org
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上記の構成で開催されたシンポジウム。パネルディスカッション①では、ワ
ークダイバーシティの実現に向けて官民で連携しどのような取り組みを行っ
ていくべきか、多様な立場からご意見をいただきました。パネルディスカッ
ション②では、就労困難者を雇用することは簡単なことではないけれども、
職場においてそれぞれの能力を発揮し活躍する機会創出に向けて取り組んで
いる企業の立場からお話しいただきました。
当日は支援者や事業に関わる関係機関の皆様、企業や議員の皆様、この議題
に興味をお持ちいただいた方など200名を超える方にご参加いただきました。
市内だけでなく他地域のからもご参加いただくなど、盛況に終えることがで
きました。
ご参加頂いた皆様からは「大変勉強になった」「この取り組みを続けてほし
い」「他地域でも展開してほしい」などたくさんのご感想をいただきました。
モデル事業では終わらせないために、政策化に向けて議論が進んでおります
が、越えなければならないハードルがあります。　就労に悩みを抱えている方
達が自信を取り戻し、一歩踏み出す勇気が持てるよう、私たちも現場ででき
ることを今後も取り組んでいきたいと思います。
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「働きづらさ」を乗り越えるために、
いま社会に求められるものとは　　

2024年7月11日 シンポジウム開催

○岐阜市で実施しているワークダイバーシティ実証化モデル事業の実践報告
○パネルディスカッション
　 １.ワークダイバーシティ実現に向けて
　 ２.企業が考える真のダイバーシティ＆インクルージョン



■就労移行支援事業所/就労定着支援事業所　ノックス岐阜　

〒500-8175　岐阜市長住町2-7　アーバンフロントビル3階
TEL：058-215-1931 　　MAIL：knocks@sus-sup.org

ノックス岐阜では、8月14日・8月15日の2日間に特別プログ
ラム『卒業生の話を聞こう！』を開催しました。このプログ
ラムではノックス岐阜の卒業生に講師役を務めていただき、
ノックス岐阜の利用開始から就職活動、現在の働き方・ライ
フスタイルに至るまで、経験者だからこそ語れる【これまで
と今】をお話しいただきました。
1日目のAさんは自作のスライド資料を活用し、2日目のTさ
んはスタッフとの対談形式で実施。質疑応答では「今はどん
な仕事をしている？」「週に何日通所していた？」「職場では
どんな配慮を受けている？」等の質問が飛び交い、参加者か
らは「参加して良かった！」「自分もAさん、Tさんのように
頑張ろうと思った」「もっと卒業生の話を聞いてみたくなっ
た！」等の嬉しいお言葉を多数いただきました。
就労定着支援を提供しているノックス岐阜だからこそ、卒業
生との繋がりが継続され、こうして卒業生と利用者さんが交
流する機会を提供することができます。
今回ご協力いただいたAさん、Tさん、改めてありがとうご
ざいました。たいへん好評でしたので『卒業生の話を聞こ
う！』は定期的に開催していく予定です。お楽しみに！
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特別プログラム『卒業生の話を聞こう！』

公開研修会を実施しました
【IPS伴走型就労支援について学ぶ】

　　サステイナブル・サポートでは、さまざまな理由で働きづらさ
を抱えている人の理解や支援に繋がるよう、職員だけでなく
地域の方々にもご参加いただける公開研修会を定期的に実施
しています。

2024年8月27日（火）、桜ヶ丘記念病院（東京都多摩市）地域連携室 精神保健福祉士 中原さとみ氏を
講師にお招きして、就労支援モデルの一つとして注目を浴びている「IPS伴走型就労支援」について
お話しいただきました。外部から支援のプロフェッショナルである14名の方にご参加いただき、
サステイナブル・サポート職員と共に、学びを深めました。
“IPS”（Individual Placement and Support)とは、日本では「個別就労支援プログラム」「個別職業
紹介とサポート」と訳され、唯一、科学的根拠に基づいた方法と言われています。わたしたち支援者は
今回の研修で学んだことを活かし、働きたいと願う人に寄り添い、彼らが働き続けることができるよう
にサポートをしてまいります。

次回の公開研修は、10月18日（金）に実施予定です。
朝日大学の大野正博教授を講師にお招きして『刑余者の立ち直り支援の必要性』に
ついて学びます。詳しくは、公式サイトをご覧ください。　　
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お盆休みに開催！
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公開研修案内はこちら→



「暑かったけど達成感があった」「みんなとゴミを拾うことで、
街を綺麗にする大切さに気付くことができた」等の感想を
いただきました。今後も社会の役に立つ活動の機会を提供して
いきたいと思っています。
ぎふキャリは「働きたい」と願うすべての若者へ
キャリアサポートを行う就業支援拠点です。居住地は問いません。
一人で悩まず、誰かに相談したいな、と思ったら、お気軽にお問い合わせください。

　色々な作業があるので飽きないで楽しく

　作業できます。

　猫がいる！通所が億劫な日でも

 「猫に会いたいなぁ」と思うと通所できます！

　嫌な事があっても支援員さんがしっかり話を　　

　聞いてくれます。

　猫に囲まれて癒されながら作業が

　できるのでおすすめです。

　面談時間をしっかりとってもらえて、

　日常生活の悩みも相談出来るところ。

自立とは　　　　　

　　　　　　　　　を増やすこと

 ぎふキャリが長住町に移転して3か月が経ちました。利用
者さんたちも、徐々に新しい場所に慣れてきた様子です。
さて、9月2日に、『WORLD CLEANUP DAY』の活動と
して、ノックス岐阜の利用者さんたちと一緒に長住町周辺
のごみ拾いを実施しました。
『WORLD CLEANUP DAY』とは、9月20日に世界中で
一斉に地球を清掃する日です。
当日は、実施予定時刻に雨降り予報がありましたが、
幸い、雨に降られることなく活動を終えることが
できました。

■就労継続支援B型事業所　シャンツェ　
〒500-8225　岐阜市岩地2丁目20-20
TEL：058-201-0846　
MAIL：schanze@sus-sup.org

利用者さんのＩさんが正社員就職されました！
5年ほどひきこもり状態でしたが、これではいけ
ないと、家族の勧めもあり、自ら“ひきこもり
地域支援センター”に連絡を入れ、面談などを
受けてきました。センターからの案内で「就職
氷河期世代応援プログラム」に毎回のように参
加され、外出や他人と関わる機会を増やしてき
ました。その後ハローワークの“就職氷河期世
代応援窓口”へ。
３つの機関とつながりを持ったＩさん。見事、
希望の職種での正社員就職という夢を叶えるこ
とができました。
『自立とは依存先を増やすこと』という東京大
学先端科学技術研究センター准教授　熊谷晋一
郎先生の言葉もありますが、当プログラムがそ
の依存先となり、その役割を全うしていきたい
と考えています。
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～World Cleanup Day～
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シャンツェって
どんなとこ？

利用者さんに聞いてみた

「依存先」



アリーは2019年10月1日のオープンから5周年を迎えようとしています。地域の企業様や関係機関の方々、
また、アリーに通い日々を一緒に過ごしてくれる利用者さんなど、多くの方々のご支援・ご協力のおかげ
でここまでくることができました。本当にありがとうございます。
アリーは開所から５か月目に新型コロナウイルスが拡大し、緊急事態宣言下においては利用者さんに半日
のみの通所をお願いするなど、開所直後から予期せぬ事態に見舞われました。そんな時に始めたのが布マ
スクの製作・販売でした。こちらが大ヒット商品となり、多くの方々に手に取っていただけることができ
ました。アリーには楽しんでモノづくりをしてくださる方が多くいらっしゃいます。皆さんの好きや得意
を活かそうと、現在では刺繍や編み物、つまみ細工での小物の製作・販売にも取り組んでいます。こちら
もご好評いただき、オーダーを受けるまでに成長することができました。開所当初は提供できる作業が1種
類しかない状況でしたが、アリーの思いに多くの地域の企業様に賛同いただき、5周年を迎える今ではオリ
ジナル商品も含め約15種類の作業を日々利用者さんに提供することができています。いつもご協力ありが
とうございます。作業以外にも、月に1度、就労支援プログラムや余暇支援を行っています。就労に向けて
の必要な知識の習得や、日々作業に取り組む体を労わる調理レクや映画鑑賞など、作業以外でもアリーの
中は笑顔に包まれています。
この5年間で多くの方々にアリーという存在を知っていただけたこと、そして数ある事業所の中からアリー
を選んでくださったことに心より感謝いたします。これからも、アリーがアリーらしくあり続け
利用者さんが『もう一度、自分らしさに出会える』よう、職員一同努力してまいります。

たとう紙の製作

アリー＆帰蝶

アリーが５周年を迎えます
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一般社団法人　サステイナブル・サポート

〒500-8175　岐阜市長住町2-7　アーバンフロントビル3階

代表TEL：058-216-0520　代表MAIL：info@sus-sup.org
SS　HP-4-

■就労継続支援B型事業所　アリー　〒500-8008　岐阜市玉井町36番地1　TEL：058-201-5990　MAIL：alley@sus-sup.org

新規利用者さん募集中です。ぜひアリーの仲間になりませんか？見学などお問い合わせお待ちしています。

絵葉書つまみ細工

お菓子パーティ＆映画鑑賞


